
世界史 A 第 1 章「十字軍と中世都市」                                                      No.19

★復習…グループで考えてみよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.十字軍の遠征 

（1）直接的な原因 

①セルジューク朝の圧迫を受けたビザンツ皇帝の救援要請 

 ②ローマ教皇が、（1              ）を握ろうとしたこと 

（2）（2           ）の遠征（全 7 回） 

①教皇ウルバヌス 2 世が開いたクレルモン宗教会議において、聖地回復を主張 

 ②第 1 回…王は遠征せず、多数の諸侯・騎士が遠征し、（3          ）占領に成功 

 ③第 3 回 

  Ⅰ イスラーム側に（4          ）という強力な指導者が現れ、イェルサレムを占領 

  Ⅱ キリスト教側は、神聖ローマ皇帝（5         ）（赤髭王）、仏王（6        ）、

イギリス王（7          ）（獅子心王）が参加 

    →イスラーム側の勝利に終わる 

 ④第 4 回…（8       ）を滅ぼし、ラテン帝国を建国したため、「脱線十字軍」と呼ばれる 

 ⑤第 5 回…（9           ）がイスラーム側と協定を結び、10 年間平和となった 

 ⑥第 6・7 回…南フランスのアルビジョワ派に対する遠征 

（3）イェルサレム王国最後の拠点がマムルーク朝に奪われ、十字軍は失敗に終わる 

 

      考える課題① 十字軍の遠征の失敗は、西ヨーロッパ世界にどのような影響を与えたのか？ 

※教科書 p.47 を参考にして考えてみよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.都市の発達と商人の活躍 

（1）（10       ）…11 世紀～12 世紀にかけて、ヨーロッパで商業活動が活発になったこと 

 ★商業の復活まで 

 ①中世農業革命（三圃制の普及）や純粋荘園への変化で（11         ）が増加 

  →それらを売る場所として（12        ）が発達 

 ②十字軍の遠征などの影響で、（13        ）が発達 

（2）都市の発達 

 ①地中海商業圏 

  ★（14      ）で発展…ムスリム商人から、香辛料や絹を輸入し、ヨーロッパ各地に販売 

  ☆代表的な都市 

  Ⅰ（15        ）…ガラス製品の製造でも有名 

  Ⅱ（16        ）…武器の製造で力をつける 

  Ⅲ（17        ）…毛織物製品や金融で力をつける 

   →（18          ）が台頭し、文化的な街並みをつくるようになる 

 ②南ドイツ諸都市…アウクスブルクで（19      ）が大量に産出される 

 ③シャンパーニュ地方…大きな定期市が開かれて発展 

（1）封建制度はどの身分とどの身分の関係性で成立していたか？（何種類かありますが...） 

 

（2）荘園制度はどの身分とどの身分の関係性で成立していたか？ 

 

（3）三圃制導入による農業革命の結果、農業生産量はどうなったか？ 

 

（4）（3）の結果が背景となった 2 つの出来事とは？ 

（1）教皇の権威はどうなったか？ 

 

（2）諸侯の力はどうなったか？ 

 

（3）王権はどうなったか？ 

 

（4）（1）～（3）から、封建制度はどうなると思うか？ 



（3）（20          ）…ムスリム商人とキリスト教世界をつなぎ、富の蓄積が進んだ 

 

      考える課題② 都市の発展は西ヨーロッパ世界にどのような影響を与えたのか？ 

※教科書 p.47,48 を参考にして考えてみよう！ 

 

 

 

（1）都市が獲得したものは何か？ 

 

（2）商工業の発達の結果、何が普及したのか？ 

 

（3）農民の生活はどうなったのか？ 

 

（4）（1）～（3）から、荘園制度はどうなると思うか？ 

 

（5）考える課題①と（4）を踏まえて、封建社会はどうなると思うか？ 

 

（6）イタリアにルネサンスが起こった背景はどのようなものか？ 


